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実施概要

162名 / 81.4％ cf. 未回答者内訳（回答中：4名、未回答：33名）回答数/率

調査内容 組織のエンゲージメントに関係する16領域・64項目に対して、その『期待度』および『満足度』を5段階で回答

対象者 199名

実施時期 2022年9月26日(月) ～ 10月5日(水)

調査目的

・ 「統計の作成」だけでなく、「利活用促進」という新たなミッションが求められている調査統計グループにおいて、
現状の組織のエンゲージメント状態（期待度・満足度）を様々な切り口から把握すること

・ 調査統計グループの職員がミッションに共感し、さらに活躍できる組織になるために
必要となる施策、進め方等を検討すること

リンクアンドモチベーション社 サーベイシステム（LM-DOC）を利用発出方法
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参考：エンゲージメントスコアと組織状態

エンゲージメントスコアが表す組織状態は以下の通りです。

特にC・Dレーティングにおいては、前提となる“信頼関係”が不足している可能性があります。

レーティング スコア 組織状態 想定されるシーン

67以上 信頼関係が
強固な状態

・上司からの具体的な指示がなくとも、
メンバー（部下）が主体的に動く

・組織の弱みを「改善対象」と捉えており、
自分たちで解決していこうという意識がある

67未満

61未満

58未満 信頼関係があり
話せばわかり合える状態 ・上司からの指示があれば、メンバー（部下）は動く

・組織の弱みに対して問題意識を持っており、
誰かが行動するなら、それに協力する意識がある

55未満

52未満

48未満 信頼関係に
不安がある状態 ・メンバー（部下）は嫌々ながらも、上司からの指示に従う

・組織の弱みに対して、自分に非はないと思っており、
誰かに何とかしてほしいと思っている

45未満

42未満

39未満 信頼関係が崩れ
再構築が必要な状態

・上司から指示しても、メンバー（部下）は動こうとしない

・組織の弱みを、自分に非はない「不満」と認識し、
そもそも解決をあきらめてしまっている

33未満
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※スコアは全国平均を「B 50.0」とした偏差値です。
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解決に向けた前提

（例）
継続的な組織全体の変革プラン

体質改善
アプローチ

患部治療
アプローチ

（例）
一次的なコミュニケーション施策

本質的な組織改善に向けては、
一次的な「患部治療」ではなく、中長期を見据えた「体質改善」が重要です。

「部分的な問題」ではなく「組織に根付く体質」に課題が生じているため

“一時的”ではなく“中長期的”な組織変革プランを描くことが重要です。






















